
三十年戦争におけるr宿営社会」

一『ある傭兵の手記』を中心に一

渋　谷 聡

1　はじめに

　「三十年戦争」（1618～1648年）といえば，

「全人口の半分から3分の2までを喪失させ，

その後のドイツの発展を2百年も遅れさせた」

元凶として，否定的なイメージをもって語ら

れるのがつねであった（1）。しかしながら，こ

のようなイメージは，参照可能な史料の量的，

質的な増大，研究者の観点の変化などにより，

かなりの修正を施されつつある。たとえば戦

争以前におよそ2千万人であった全ドイツ地

域の人口は，講和締結時には，1千600万人

から1千700万人程度であったとされる。す

なわち戦争による人口喪失の規模は，戦前の

水準の「15～20パーセント」に相当したにす

ぎず，しかも半世紀のちの1700年頃までには，

ふたたび戦争前の水準に復帰しているのであ

る（2）。

　それにもかかわらず，30年にもおよんだこ

の戦争が，ドイツの社会に独特な影響をおよ

ぼしたこともまた，事実である。戦争がいわ

ば社会の「常態」となったこの地域において

は，当時の戦争における主役であった傭兵の

みならず，傭兵の妻子・家族をもともなった，

Lagergesellscha負「宿営社会」（B・R・クレー

ナー）が，各地の地域社会と対峙しつつ交流

する社会類型として成立した（第3章で詳述）。

この宿営社会は，本質的には連隊長を頂点に

いだく軍団（連隊）であったが，これらの軍

団の遠征距離はおしなべて長かった。このこ

とは，本稿でとりあげるひとりの無名の傭兵

が，25年間の傭兵生活において，実に2万5

千キロメートルにおよぶ移動（空間的移動）

をはたしたことからも明らかである（この傭

兵の移動の全行程を図示した，後掲の図1を

参照）。

　それでは，遠征が長距離におよんだ理由は

どこにあったのか。ここでは，G・パーカー

の「軍事革命」論の示すところに依りつつ，

解答をもとめることにしたい。M・ロバーツ

によるテーゼの提起にはじまり，これをめぐ

るパーカーはじめ諸家の批判・修正をへて現

在にいたっている「軍事革命」論の詳細につ

いて，ここで論じる余裕はない（3）。その要点

は，対攻城砲要塞（堡塁を備えたジグザグ型

の要塞）を築造する「イタリア式築城術」の

普及を中心とした，16，17世紀の軍事技術の

革命を，集権的な国家形成との相関関係にお

いて論じるところにあるといえよう。この観

点からすると，ハプスブルク家の領域をのぞ

いた，ドイツ（神聖ローマ帝国）の大半の地

域は，「イタリア式築城術」の導入が進まな

かったことから，「軍事革命」の普及をみな

かった辺境部であった。たしかに，カトリッ

ク，プロテスタント両宗派の対立が深刻化し

た1540年代から50年代にかけて，城壁の新築

工事を計画した都市もあったが，その後半世

紀にわたり，政治的妥協にもとづく平和が続

いたため（1555年，アウグスブルクの宗教平

和），新技術をいかした要塞は作られなかっ
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たのである。こうした事情ゆえに強固な要塞

拠点が少なかったところに，パーカーは，三

十年戦争における戦闘（野戦）の多さと遠征

距離の長いことの原因をみている（4）。「軍事

革命」の辺境部としてのドイツにおいてこそ，

非戦闘員（女性と子供）をともなった，世界

史的にみても類例のない宿営社会がなりたち

えたといえるだろう。

　本稿の目的は，ひとりの社会史研究者によっ

て偶然に図書館の書架のなかから発見され，

1993年に刊行された『ある傭兵の手記』を，

「空間と移動の社会史」の観点から紹介し，

これに対する若干のコメントをこころみると

ころにある。そのさい，近年のドイツにおけ

る「近世軍事史研究」ならびに三十年戦争を

対象とする「社会史的な見直し」という，双

方の動向に学びつつ，検討を進めることにす
る（5〉。

2　『ある傭兵の手記』

1．『ある傭兵の手記』の史料的価値とその

　成立状況

　ベルリンのドイツ国立図書館においてこの

手記をみいだしたJ・ペータースは，一介の

傭兵の手記が保管されていた事実について，

当初なにかの間違いではないかと思ったらし

い。しかしながら，八つ折版（タテ11×ヨコ

8センチ）で176ページ（本来は192ページに

およんだが，そのうちの16ページが欠落して

いる）をかぞえるこの小冊子は，1932年に作

成された同図書館の手写本目録に，『1625～

49年におけるある傭兵の手記』というタイト

ルで間違いなく登録されている。さらには，

もうひとつ古い1826年作成の手写本目録にお

いても，同一の手記が『三十年戦争期の日記』

として記入されていた（6）。三十年戦争にかん

して著された記録が，これまでのところ，グ

リンメルスハウゼンの『阿呆物語』のような

文筆家の筆によるものや，軍指揮官や聖職者

といった社会の支配層によってしるされたも

のが大半をしめていたことから，ペータース

は，下層民出身の一般兵士によって著された

この手記がゆうする社会史的意義をたかく評

価し，詳細な解説をくわえて1993年に刊行す

るにいたった（7）。そのさい手記の内容は，テ

クストをそのままのかたちで収録したオリジ

ナル版（新高ドイツ語），ならびに現代ドイ

ツ語版のふたつのバージョンで記述されてい

る。

　一般兵卒の視点という新たな見地から，三

十年戦争を体験させてくれるこの手記の筆者

たる傭兵の身元については，残念ながら不明

である。手記には傭兵自身の名前はまったく

しるされていない。しかしながら，後段でし

めされるように，正確な日時と場所が記載さ

れることによって，妻子をともなったかれの

家族生活のあらゆる局面が伝えられている。

この点に，ペータースは，これまでの記録に

はない新しさをこの手記にみいだしている。

テクストの記述から，傭兵の出身地としては，

北ドイツの都市マクデブルクが考えられるが，

ペータースの分析によると，傭兵の用いてい

る方言は，むしろラインラント方言であるら

しい。傭兵の出身階層を予測させる描写とし

てペータースが注目するのは，くり返しあら

われる水車小屋（製粉所）MUhleへの言及で

ある。ここからペータースは，傭兵が製粉職

人の子弟であったのではないか，さらには所

属する連隊において文書能力の高さを買われ

ていた経緯から，都市の教養階層出身であっ

たかもしれない，とする推測を提示してい
る（8）。

　ヴェストファーレンの講和締結が近づいた
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図1：ある傭兵の移動の全行程（1625－1649）

（1625－1649）
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1647年ll月から49年9月にかけて，傭兵は南

ドイツの帝国都市メミンゲンに滞在していた。

比較的に平穏であったこの時期に，書き留め

たメモの類いをもとに，かれは手記の執筆に

取りかかったと考えられている。その後の手

記の伝承の経過については，なお明確には確

定しきれていない（9）。

2．ある傭兵の空間的・社会的移動

　さて，ここから手記本文の紹介にうつるが，

そのさいつぎの点に留意することにしたい。

手記の叙述の特徴は，25年間におよぶ傭兵生

活ならびに家族生活の様々な局面を，淡々と

しかも事細かに記述したところにある。広範

囲にわたるその記述内容を全面的に取り上げ

ることはおよそ不可能なので，ここでは，傭

兵の地理的な移動（空間的移動）の側面，な

らびに家族形成と連隊内での昇進（宿営社会

内における社会的移動）の側面，以上のふた

つの側面に力点をおき，クロノロジーにした

がって，簡潔にテクストの内容を要約してし

めすことにする。紹介にあたっては，筆者の

判断で，おおまかに四つの節をもうけている。

なお図1は，テクストの記述をもとに，2万

5千キロメートルにおよぶ傭兵の移動の全行

程について，ペータースが作成したものであ

る。
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　（1》戦争の第二段階　デンマーク・二一ダー

　　ドイツ戦争　1624～29年⑯

　三十年戦争の第一段階（ベーメン・プファ

ルツ戦争　1618～23年）からすでに，傭兵は

従軍していた可能性がある，とべータースは

みているが，『手記』本文にかれの足跡がし

るされるのは，1625年からである。この年の

春，北イタリアのブレッシアで傭兵にとりた

てられたかれは，フランスとむすんでスペイ

ンと対立していた共和国ヴェネチアの軍に勤

務するが，おなじ年の秋には解雇されている。

その後しばらく，仲間と放浪したが，資金が

なくなったので，おなじく北イタリアのパル

マにて，1年半ほど傭兵になった。このパル

マでの滞在期間は，戦争がなく比較的平穏で

あったようだが，注目されるのは，かれが傭

兵の身分を維持しつつ，徒弟として副収入を

えていたことである。この町でドイツ人のリュー

ト（楽器）制作者に出会った傭兵は，この男

から，なんらかの手工業の仕事を世話しても

らい，かなりの給金をえている。以上の2年

間にわたる北イタリアでの経験をへて，かれ

は傭兵生活に味をしめたようだ。

　翌26年の秋には，仲間とふたりで，アルプ

スの北へ，すなわち戦争の主戦場たるドイツ

にむかう。

　27年4月3日には，南ドイツの帝国都市，

ドナウ川沿いのウルムに到着。この町で募兵

をおこなっていた，ティリー指揮下のリガ軍

（カトリック陣営）に所属するパッペンハイ

ム将軍の連隊に入隊する。イタリアでの経歴

をもとに一等兵として応募し，認められたら

しい。これ以後，プロテスタント側のスウェー

デン軍に勤務した時期（33年ll月～34年9月）

をのぞいて，傭兵はパッペンハイム連隊に所

属している（39年3月以降，連隊長が交代し

ている）。

　またおなじ年のうちに，バイエルン出身の

アンナという女性と結婚している。

　陣容をととのえたパッペンハイム連隊は，

この年の6月，フランクフルト・アム・マイ

ン（中部ドイツ）をへて，北ドイツのプロテ

スタント領邦ブラウンシュヴァイクへ向かい，

宮廷都市ヴォルフェンビュッテルを包囲する。

この包囲戦のため，傭兵は18週間にわたって

ヴォルフェンビュッテルに滞在したが（ヴォ

ルフェンビュッテルはこの年の年末に陥落），

この問に妻が病気にかかってしまう。その後

妻の体調は回復したものの，2度の出産はい

ずれも死産であった（29年に，2度めの死産

を経験している）。

　（2）戦争の第三段階　スウェーデン戦争

　　1630～34年ω

　この時期の傭兵の活動においてとりわけ印

象的な局面は，31年5月にティリーの指揮の

もとに敢行され，ながく人々の記憶に残るこ

ととなる，マクデブルク（本来は司教座都市

であったが，改革派に改宗）の破壊と略奪へ

の参加である。

　5月20日。この町に攻め込んだ傭兵は，市

門付近で敵の銃弾をあびてしまい，瀕死の状

態で市外の自軍の宿営にかつぎこまれる。か

らだを横たえたベッドのうえで，かれは自軍

の勝利，すなわちマクデブルクの敗北を知る

が，火を放たれ，敵方の略奪にさらされるこ

の町を，自身の「故郷」とよび，悲痛な思い

をつづっている。「略奪」行為のもつ重要性

については，後段でコメントを加えるが，こ

こでは，傭兵の妻が，下着などの衣服とワイ

ンなどを調達し，さらには連れてきた町の老

女とともに，かれを看病した，という記述に

注目したい。あきらかに，傭兵の妻は，夫の

所属連隊と行動をともにしており，戦闘後の
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略奪にも参加して，生存に必要な物資を確保

しているのである。

　24日。傭兵は，他の負傷兵とともに，近隣

の町ハルバーシュタットに連れてゆかれ，周

辺農村に宿泊。この地で療養につとめ，7週

間ののちには全快している。この年の9月に

は，スウェーデン軍との激しい戦闘がしるさ

れている。

　翌年31年の秋から33年にかけて，傭兵はほ

とんど戦闘を経験していない。特筆すべきは，

33年に前述の妻（最初の妻）と4人の子供が

死亡したことである（日時の記載が欠けてい

るが，5月以降のことと思われる）。傭兵の

妻が2度の死産を経験したことについては，

すでに述べたが，こののち，傭兵夫婦はひと

りの男の子と3人の女の子をもうけていた。

しばらくのあいだ，夫のもとを離れていた傭

兵の妻は，4人の子供をつれて，夫の所属す

る連隊を追いかけていたが，ミュンヘンヘの

移動中に病に倒れた。

　ここで，傭兵の昇進のプロセスに，目を向

けてみることにしよう圃。

　すでに述べたように，傭兵は，27年4月に

一等兵としてパッペンハイム連隊に採用され

たわけだが，このころのかれの主たる任務は，

歩哨につくことであった。

　32年の春には，南ドイツのリーデンブルク

において，伍長に昇進。下士官への仲間入り

をはたしている。

　33年秋には，シュトラウビングにおいて，

軍曹をとびこえて，曹長に抜擢される。この

のち，竜騎兵への転身を考えて独自に馬を調

達するなど，装備を整える。しかしながら，

南進してきたスウェーデン軍（32年のリュッ

ツェンの戦いにおけるグスタフ・アドルフの

戦死ののちは，ザクセン・ヴァイマール公ベ

ルンハルトを総帥とする）にシュトラウビン

グを奪われ，所属連隊からはぐれて，スウェー

デン軍に取り込まれたため，かれの昇進プラ

ンはついえた。スウェーデン軍では，傭兵は

軍曹のポストに甘んずることとなる。

　南ドイツにおける帰趨を決定したことで名

高いネルトリンゲンの戦い（34年9月）にお

ける，傭兵の行動については，後述するが，

スウェーデン軍の敗残兵として放浪していた

かれは，偶然にもパッペンハイム連隊と遭遇

する。旧知の連隊士官たちは，あたたかく傭

兵を迎え入れてくれたが，かれのために残さ

れていた空きポストは，伍長のポストでしが

なかった。

　36年11月には，中隊長にまで昇進したが，

ペータースによれば，遅くとも39年の夏には，

このポストを喪失している。中隊長を解任さ

れた経緯については，よくわかっていない。

　それにもかかわらず，ペータースが注目し

ているのは，傭兵がつねに連隊ないし中隊司

令部の周辺にいて，重要な任務と特権を与え

られている，という事実である。ペータース

は，後段においても紹介される，つぎのよう

な事例をあげている。①中隊長と頻繁に食事

をともにしている。②連隊の裁判集会におい

て，陪審人をつとめている。③自分の子供の

洗礼立会人Pateとして，憲兵Profbsその他士

官クラスの人々をえている。④宿所について

は，つねに司令部の周辺に，よい宿をあてが

われている。⑤司令部から馬をあてがわれる

こともしばしばあり，前述のとおり，竜騎兵

への転身をも計画していた。⑥戦闘が行われ

ていないときは，傷病者の介護を担当させら

れることが多かった。⑦43年からは，中隊に

おけるFa㎞erjunker（副旗手，いわば士官候

補生）として，旗手（中隊長につぐポスト）

Fa㎞1ichのもとで，中隊軍旗の管理をまかさ

れている。以上の事例から，ペータースは，
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傭兵の高い文書能力が買われていたために，

司令部と兵卒とのあいだの仲介者として重宝

されていたのではないか，と推測している。

　さて，ここからは，1634年にたちもどり，

傭兵の足取りをふたたび追うことにしよう。

さきにふれたように，33年の秋以降，スウェー

デン軍にくら替えしていた傭兵は，34年（時

節は不明），フリートベルクで総司令官たる

ザクセン公の軍と合流し，宮廷都市ランツフー

ト（バイエルン）の攻略に参加する。ランツ

フートは，スウェーデン軍の手におち，傭兵

はこの町に8日間とどまって略奪に精をだす。

ひとりの娘，12ターラーの現金，上着と下着

を獲得する。出発のさいには，娘を家にかえ

している。

　同年の9月7日，スウェーデン軍とともに

傭兵は，ネルトリンゲンに移動。大会戦にの

ぞみ，自軍は大敗北を喫したが，傭兵自身は

かすり傷ひとつ負わなかったらしい。戦闘の

のち，1時間ほど歩いていたところで，以前

に所属していた中隊と遭遇する。中隊長は，

かれに伍長のポストを用意してくれた。

（3）戦争の第四段階　スウェーデン・フラ

　　ンス戦争　1635～48年姻

　13年間にわたるこの時期が，手記の大半を

しめており，123ページを費やしている。傭

兵は，いっかんして，皇帝とバイエルン選定

侯に忠誠をちかう，パッペンハイム連隊（の

ちに連隊長の交代により，名称は変わるが）

に所属している。また，フランスとの国境周

辺をもふくめて，南ドイツを中心に移動して

いる。

　35年1月23日。フランス王国との国境にも

ちかい南ドイツの町プフォルツハイムにおい

て，傭兵は，M・ブフラーの娘アンナ・マリ

アと2度めの結婚をはたしている。結婚式の

費用には45グルデンかかったが，そのうちの

10グルデンをブフラーに用立ててもらう。こ

うした収支勘定をこまかく記載しているとこ

ろにも，この傭兵のパーソナリティーの一面

をかいまみることができる。妻の父親である

ブフラーについては，詳しくは述べられてい

ないが，兵士ではないことは確かである。傭

兵と駐屯先の都市住民との交流を想像させる

一幕である。

　7月には，フランスとの境にきて，ある農

村を攻める。1千名におよぶ農民が教会にた

てこもって抵抗したが，歩兵1千，1千5百

騎の騎兵でもって焼き討ちにしている。

　翌36年の9月30日には，フランス領のエコー

ル・サンクェンティンという町において，同

行していた妻の母が亡くなったので，この地

に埋葬する。ここからもまた，傭兵の家族，

ここでは妻の母が，傭兵と行動をともにする，

という「宿営社会」の重要な一側面がうかが

われる。

　39年の3月には，南ドイツにもどり，シュ

ヴァーベンの小帝国都市ビベラッハに駐屯し

ている。17日に，32年に陣没した連隊長パッ

ペンハイム将軍の後任として，ギュンター将

軍が着任。傭兵は，「パッペンハイム」の名

が失われたことにつき，おおいに嘆いている。

　翌40年の3月。その名を「ギュンター」連

隊とあらためた，かれの軍団は南ドイツの雄

邦ヴュルテンベルクに進出。多方面に展開さ

せるため，連隊が分割されたことにより，あ

らためて募兵が行われる。15日，傭兵は中隊

長と食事をともにすることを許されている。

　4月には，シュトラウビングからパーリン

グに移動。9日，パーリングにて，妻が娘を

出産し，バーバラと命名する。こののちに，

妻が病にかかったので，傭兵夫婦はこの赤ん

坊を当地の裁判官Richterに託し，連隊の移動
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にしたがって，バイエルンのインゴールシュ

タットに移った。ここにおいては，第一に，

軍隊とつねに行動をともにする，兵士の妻と

いう存在，第二に，傭兵と駐屯先の市民との

あいだの交流，以上のふたつの側面を確認す

ることができる（次章で詳述）。もっとも，

翌41年5月19日に，1歳の誕生日をむかえた

ばかりのバーバラは命をおとしている。

　40年8月21日。中部ドイツの領邦ヘッセン

のホンブルクに到着。傭兵は竜騎兵とともに，

先遣隊として出動することを命じられる。

　9月30日。駐屯先のホンブルクにおいて，

物価が高騰。豆類がいちばんのご馳走になる。

この経済状況に目をつけた傭兵夫婦は，石臼

とかまどをつくって，大量にパンを焼き，こ

れを販売する。同様の行動（駐屯先でのパン

の製造と販売）は，46年6月，フリートベル

クにおいても確認される。さらに，郊外の農

村への食糧徴発のさいには，5，6千名の騎

兵が，女と子供をともなって，出動している

（宿営社会の必須の構成員としての女性と子

供の存在。次章にて検討）。

　41年4月。ホンブルク（ヘッセン）から，

南進して，バイエルンにはいり，ドナウヴェ

ルト，メリンゲンをへてシュトラウビングに

駐留。傭兵は連隊の陪審員であったため，司

令部のちかくに宿をあたえられた。

　42年11月4日。傭兵はディアドルフという

町に移っている。8週間前に傭兵はなんらか

の持ち物を盗まれており，このことについて，

司令部に申し出たため，裁判集会が開催され

る。その結果被告として傭兵に訴えられて

いたある農民の領主が，金をはらうことで決

着がつく。傭兵には12ターラーが支払われ，

陪席判事Auditor，憲兵，宿営長Qua貢iemeister

の3者にも，それぞれ1ターラーがおさめら

れている。

43年8月8日。駐屯先であるシュヴァーベ

ン（南ドイツ）の都市プフォルツハイムにお

いて，妻が男子を出産する。洗礼名をメルヒョ

ルト・クリストフとする。M・ボルト（軍医），

Ch・イーゼル（憲兵），B・ディーデリン

（曹長の妻）の3名に，洗礼立会人になって

もらう。

　45年の10月初旬から11月初旬までのおよそ

1ヶ月のあいだ，傭兵はバイエルンの小邦パッ

ペンハイム（帝国伯パッペンハイム一族の本

拠地。以前の連隊長もその縁者である）の城

の守備についていた。11月3日。この地で，

妻が女子を出産し，マルガレータとなづける。

しかしながら，マルガレータは翌年の8月22

日に亡くなっている。

　47年9月には，アルトハイムに移っていた

傭兵は，この町を出発するさいに，4歳になっ

た息子メルヒョルト・クリストフを，当地の

学校の教師に託している。息子のいわば養育

費として，年間10グルデンと衣服の代金を負

担することを約束する。今回の行軍において

も，妻は息子とわかれて，傭兵と行動をとも

にしている。

　9月27日には，ミュンヘンをへて，シュヴァー

ベンの帝国都市メミンゲンを攻略すべく，城

外に到着する。塹壕をほり，大砲を準備し，

包囲戦にそなえる。2ヶ月ばかり膠着状態が

つづいたが，11月23日には，和議が成立した。

市内にたてこもっていた350人の兵が撤退し，

入れ代わりに，ギュンター連隊が入市して，

市内に宿営をえた。

　翌48年1月5日。午後3時に，妻が女子を

出産する。妻と同じ名前（アンナ・マリア）

をあたえる。洗礼立会人については，息子の

出生のさいと同様に，ボルトとイーゼル，さ

らに中隊長の妻であるB・ヘッスィンにひき

　うけてもらっている。
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　（4）ヴェストファーレン講和の成立以後⑯

　48年IO月24日。北西ドイツ，ヴェストファー

レン地方のふたつの都市，ミュンスターとオ

スナブリュックで開催されていた講和会議は，

最終的に和平を決議・批准した。前年の9月

からメミンゲンに滞在していた傭兵は，11月

16日に，町の動静から，講和が成立したこと，

すなわちかれに仕事の場を与えてくれていた

この戦争が終結したことを知る。平和のため

の祝祭が市民によって催され，教会ではミサ

が行われた，と記されているだけである。か

れの立場からすれば当然のことであろうが，

和平の成立にたいする感慨は，伝わってこな

い。

　翌49年5月7日には，ミュンヘンをへて，

息子メルヒョルト・クリストフをひきとるた

めに，アルトハイムにあらわれている。食費

もふくめて，27グルデンの出費が記載されて

いる。アルトハイムより，ふたたびミュンヘ

ン経由で，メミンゲンにもどる。

　5月26日からは，5歳9ケ月になった息子

を，メミンゲンの学校にかよわせている。こ

こでも，学校にかかる費用について，傭兵は

かきとめている。週あたり2クロイツァー，

年間に換算すると12グルデンである。このい

わば教育費にかんする記述は，興味深い。こ

の直後の記述から，傭兵の月給が13グルデン

であったことが判明する。そうすると，月給

の大半を息子の教育費につぎこんでしまうこ

とになる。この事実をいかに解釈すればよい

のか。くわしくは次章で述べることにするが，

それだけ，略奪や副業による収入がおおきく，

かなりの経済的な余裕があったことのあらわ

れではないか，と考えられる。

　9月25日には，連隊が最終的に解雇された。

連隊長は10ヶ月分の給与の支払いを雇い主で

ある，皇帝とカトリック諸侯に要求したが，

3ヶ月分の給与しか支払われなかった。傭兵

は，自分の月給が13グルデンであったことを

伝えている。

　9月26日。傭兵は，南にむけて出発する。

ここで『ある傭兵の手記』の記述は終わって

いる。これまでつねにかれと行動をともにし

てきた妻アンナ・マリア，六歳になった息子

メルヒョルト・クリストフ，乳飲み子の娘ア

ンナ・マリアの去就について，傭兵はひとこ

ともふれていない。手記の編者ペータースに

よれば，傭兵稼業をつづけるために，幾人か

の仲間とともに，かれはヴェネチアに向かっ

たと考えられている。その地は，25年前にか

れが初めて傭兵として給料をえた土地であっ

た。

3　傭兵と「宿営社会」

　本章のめざすところは，これまで紹介につ

とめてきた『ある傭兵の手記』の記述内容へ

のコメントをこころみることにより，三十年

戦争期における傭兵の行動様式や価値観を，

「空間と移動の社会史」の観点から，浮き彫

りにすることである。そのさい，手記の編者

ペータースの考察，ならびに，三十年戦争期

の軍隊の社会史研究のために「宿営社会」と

いう新たな概念を提起した，B・R・クレー

ナーの所説を中心に参照しつつ，検討をすす

めることにしたい。

1．」・ぺ一タースの考察より

　（1）行動様式：傭兵の日常㈲

　ペータースは，手記全体からえられる印象

を，「つねに変転のなかにあった傭兵として

の人生」として表現する。傭兵は，20歳前後

から50歳代の手前までの年月を軍団のなかで

ついやしたと考えられている。このおよそ25
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年という歳月のあいだに，相対的に下層の社

会層（とりわけ都市下層民）にとって，三十

年戦争のもつ意味は，質的におおきく変化し

た。すなわち，戦争の初期においては，おお

くの都市民の子弟が，特別な働き場と冒険を

この戦争に求めて入隊した。これにたいして，

30年ちかくも戦争が継続したことにより，地

域社会に疲弊がもたらされた戦争の末期には，

都市民のみならず，農民もふくめたおおくの

ひとびとは，むしろ「生きのびる」ためにこ

そ，なんらかのかたちで，戦争にかかわらざ

るをえなくなった。そのために，戦争末期に

おける傭兵集団は，「流れ者」の集まりと化

してしまう。すなわち，かれら傭兵は，軍団

内部において，集団的に組織された発言権を

もつことができず，上級士官とのあいだには

おおきな社会的な格差が生じていた，と推測

される。くわえて，16世紀の傭兵軍団（ラン

ックネヒト）と比較すると，三十年戦争期の

軍団においては，軍の給養面における規律化，

すなわち，それまで自立をたもちつつ軍団に

物資を供給してきた，酒保商人にたいする司

令部による一元的管理が進行しており，こう

した経済面からの傭兵にたいする管理ないし

規律化も相当に進んでいたものと考えられる。

　このような状況のなかで，才覚のある傭兵

は，戦功をあげ，資金をたくわえることによ

り，軍団内での昇進，すなわち社会上昇をめ

ざした。『ある傭兵の手記』の筆者も，間違

いなく，そうした目先のきく兵士のひとりで

あった。たとえば，馬と装備をととのえて，

実入りのよい竜騎兵としての出動を可能にし

ているのも，その一例である（33年秋，40年

8月）。

　また，「軍団内での副業」を確保すること

もまた，重要であった。軍の給養面における

規律化の進行にもかかわらず，傭兵たちは，

工夫次第で多様な副業をえることができた。

『ある傭兵の手記』の筆者のばあい，駐屯地

での物価の高騰に目をつけて，妻とともにパ

ン焼きかまどをつくり，パンの製造と販売に

いそしんだ，という記述が印象的である（40

年9月，46年6月）。そのほか，傷病者の介

護，裁判集会での陪審員（41年4月），募兵

における兵士の徴募人などの副業に傭兵は従

事している。

　これにたいしてペータースはとくに言及し

ていないが，駐屯地の都市において従事する

手工業など，いわば「軍団外での副業」もま

た，重要であったと考えられる。この点を確

認させてくれる記述は，それほど多くはない

が，25年の秋に駐屯先のパルマにおいて，手

工業の仕事にありついたという記述がその一

例となろう。ここからは，後述する「宿営社

会」が，けっして地域社会から隔絶された存

在ではなく，地域社会（とりわけ駐屯先の都

市）との接点をもち，一般の都市住民との接

触がごく普通に生じえたことがうかがえる。

　資金を確保するうえで，副業よりもさらに

重要であったのが，戦闘後の「略奪」への参

加であった。この点にかんしては，クレーナー

の見解をとりあげる次節でくわしく論ずるこ

とにするが，ここでは，略奪における傭兵と

その妻のパートナーシップにたいするペーター

スのコメントを紹介しておきたい。手記の叙

述にひんぱんに描かれていたように，略奪に

は，傭兵のみならず，かれの妻がかならず関

与しており，ばあいによっては，妻のほうが

より積極的に参加していた。当時の傭兵たち

は，妻子を帯同していたこともあって，それ

ぞれが独自の家計を営んでいた。そのさい，

傭兵の給料が家計収入のひとつの柱になった

ことはいうまでもないが，不足分（契約どお

　りに給料が支払われないのは，むしろ日常茶
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飯事であった）を補うためには，略奪行為に

よる物資の確保が欠かせなかったのである。

略奪によって獲得された物資の余剰は，折を

みて販売され，さらなる利益をうみだしえた。

したがって，三十年戦争期における傭兵とそ

の妻は，効率的な「略奪と生産のパートナー」

であった。この点で，手記の叙述において特

徴的なのは，傭兵が連隊の移動にさいし，生

活物資を整えることに気をくばり，移動先の

市場の状況（とりわけ価格状況）に注意をは

らっていることである。駐屯先でパンを製造

し，販売する記述（40年9月，46年6月）は，

それを示してくれる一例である。こうして，

着実に資金をたくわえ，装備をととのえつつ，

傭兵は軍団内での社会上昇の機会をうかがっ

ていたのである。

　（2）ある傭兵の価値観⑱

　『ある傭兵の手記』の記述からは，筆者た

る傭兵のどのような価値観がうかがわれるだ

ろうか。ペータースは，アイデンティティー

と「名誉」観という，ふたつの観点にそくし

て，ある傭兵の価値観を想定している。

　まず，前章の第1節でふれたように，傭兵

の出身地としては，手記の記述内容からは，

北ドイツのマクデブルク，つかわれている方

言の分析からは，ラインラントが，考えられ

ている。しかしながら，25年にわたって，中

央ヨーロッパを渡り歩いた傭兵にとって，特

定の出身地への思い入れ，ないしは何らかの

観念上の祖国は，およそ意味のない存在であっ

たようである。ペータースによれば，むしろ

かれの帰属先は，「多民族からなる戦場共同

体」intemationale　Feldgemeinsch諭たる所属

連隊であった。この「多民族からなる戦場共

同体」を，ひとつの「社会」，とりわけ男女

のパートナーシップ（協力関係）という観点

からみなした場合には，これに「宿営社会」

という概念をあたえることができるだろう。

この点は次節で考察されるのでひとまずおく

として，この共同体を軍人のツンフトともみ

なしていた傭兵は，そこに帰属することにた

いして，ある種の職人的な誇りをいだいてい

たようである。

　この誇りは，連隊内での社会的かつ軍事的

な名声を重視し，そうした名声をえることを

「名誉」とみなす，かれの「名誉」観につな

がってくる。39年3月の記述において，連隊

長の交代により，それまで親しんできた連隊

名「パッペンハイム」が失われたことにつき，

かれがおおいに嘆いていたことについては，

すでにふれた。所属する連隊への思い入れば，

相当なものだったようである。さらには，そ

の連隊内で社会的・軍事的な名声をえること，

具体的には昇進をはたすことが，かれにとっ

ては，「名誉」となった。自分の子供の洗礼

立会人に士官・下士官クラスの人々を求める

など（43年8月，48年1月）の例に見られる

ような，士官への接近を求める行動様式も，

かれのこのような「名誉」観に由来している

とみることができよう。連隊内での昇進を有

利にすすめるために，かれは，士官たちとの

円滑な人間関係をのぞんだものと考えられる。

じじつ，手記本文の記述において，士官にた

いする批判的意見が吐露される場面は，皆無

である。また，自身と家族の経済生活の観点

からみても，士官との良好な関係が，かれら

の生活の物的な安定をひきだしうる手段とな

りえたことは，いうまでもなかろう。他方で，

士官たちも，傭兵の兵卒との意思疎通能力を

たかく評価していたようである。連隊が解雇

された時点で，傭兵の月給が，伍長クラスの

給与よりも多少上乗せされた，13グルデンに

たっしていた（49年9月）ことは，両者の関
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係が維持されていたこと，さらには，昇進と

いう目標がある程度は成功したことのあかし

と見なすことができるだろう。

2．B・R・クレーナーの「宿営社会」論

　以上のようなある傭兵の行動様式と価値観

は，「社会」というよりおおきな枠組みにあ

てはめてみたばあい，いかなる普遍性をもち

うるだろうか。この点で，近世ドイツ軍事史

研究の指導者的存在である，B・R・クレー

ナーの「宿営社会」論は，おおいに示唆的で

ある。1998年に公表された論考においてかれ

は，三十年戦争期の軍隊の状況をより正確に

把握するために，これまでかれを含めた軍事

史研究者が用いてきた　「軍隊社会」

militarische　Gesellsch誼ではなく，「宿営社会」

Lagergesellsch誼という新たな概念を適用し

たαの。この概念を考案した理由について，ク

レーナーは明示的には述べていないが，おそ

らくは，常備軍が定着しはじめることにより，

軍隊が社会全体のなかで安定した位置をしめ

るようになる，17世紀後半以降とのちがいが

念頭にあるものと考えられる。三十年戦争に

おける軍隊は，ここまで手記の叙述にみてき

たように，戦場となった広大な中央ヨーロッ

パの大地を転戦しつつ，ながい距離を移動し

た。したがって，これらの軍隊は，各地の地

域社会（都市，農村）との関係において，一

方で攻略・略奪の対象として対立しつつ，他

方では駐屯先としてしばらくの間，定着した。

しかも，これから明らかにされるように，こ

の軍隊においては，半分以上を女性や子供な

どの非戦闘員がしめていたために，文字どお

り，軍団の宿営そのものがひとつの「社会」

を構成していた，といっても過言ではない。

このような存在形態とその流動的なイメージ

から，クレーナーは，17世紀後半以降の「軍

隊社会」との相違点に留意しつつ，三十年戦

争期の社会状況をきわだたせるために，「宿

営社会」とする概念をもちいたものと思われ

る。

　クレーナーの「宿営社会」論の柱は，これ

までにも折にふれて紹介してきたように，兵

士と女性の共生関係を強調するところにある。

この点にかんする，かれの議論を検討するこ

とにしよう。

　非戦闘員（女性と子供）が軍団内で半数以

上をしめていたところに，三十年戦争期にお

ける軍隊の特徴があったわけだが，この点は

17世紀後半以降の軍隊との比較において，さ

らに明確になる。近年のドイツにおける軍隊

の社会史研究は，軍隊と社会とのさまざまな

関係をあきらかにしつつ，軍隊を社会との関

係から隔絶された存在とみなしてきた，従来

のイメージを，おおはばに修正しつつある。

これらの研究は，17世紀後半以降の軍隊にお

ける兵士の既婚率をも明らかにしつつある。

それによると，兵士の既婚率は，3分の1に

たつしていた。すなわち，軍団内の兵士のお

よそ3人にひとりが，妻子をともなっていた

と考えられるわけである国。ここから，近代

（19世紀）以降の軍隊とは明らかにことなる，

近世の軍隊特有の側面をかいまみることがで

きよう。

　こうした事情は，戦争がいわば常態化して

いた三十年戦争の時期において，さらに顕著

になったといえる。すなわち，兵士として出

征し，おおくのばあい，戦死ないし傷病死す

ることによる，慢性的な男性不足の状況が背

景に存在していたからである。たとえば，北

西ドイツのユーリヒ・ベルク地方を対象とし

た試算によると，18歳から60歳までの男性の

うち，30パーセントが三十年戦争において命

をおとしている。同地方の第二次世界大戦期

2004年12月 37



三十年戦争における「宿営社会」

図2　16世紀の輜重隊

．暴 襟

出典：Peter　Bursche1，Sδ14nεr　i〃2M）7伽εs∫4θ嬬ohlαn44θs16μn41ス」∂hrh祝n4ε7孟s，σδ11ingθn　l994，付

　　録図版

における男性の喪失率が，16パーセントであっ

たことと比較すれば，いかにこの時期の男性

不足の状況が深刻なものであったかを，想像

することができよう（19。したがって，そもそ

も存在した男性不足のゆえに，男性の支配領

域（戦場）に進出してゆかざるをえなかった，

当時の女性の状況が，クレーナーの議論の出

発点になっているとみることができる。

　つぎに当時の軍隊にしめる非戦闘員の数的

規模を，具体的に確認してみる。ここでは，

傭兵の社会史研究においてすぐれた成果をあ

げている，P・ブルシェルのデータを参照す

ることにしよう。ブルシェルのデータは，北

西ドイツにかんするものであるが，1632年の

ある連隊の構成員は，兵士501名，女性335名，

子供367名からなっており，兵士をこえる規

模の非戦闘員をかかえていたことがわかる。

他方，三十年戦争の終結から半世紀あまりが

経過した1718年のある連隊においては，兵士

5百名にたいして，女性と子供からなる非戦

闘員の数は1058名にのぼっており，その数は

1632年の例よりもむしろふえていることが見

てとれる⑳。これらの女性と子供は，軍団の

弾薬・食糧・被服などの配給と運搬を担当す

る，いわゆる輜重隊に所属し，軍団とともに

行軍した。この輜重隊は，ばあいによっては，

兵隊の4～5倍の規模におよぶこともあった。

図2は，輜重隊の様子をえがいた16世紀

（1530年ごろ）の木板画であるが，ここから

は，戦争中にもかかわらず，おおくの女性を

ともなって，むしろ賑々しい雰囲気をかもし

だしていた輜重隊の状況がうかがわれる。ブ

ルシェルによれば，領邦国家単位ですすめら

れた常備軍の創設とその管理の一元化（規律

化）の進捗とあいまって，17世紀末から，輜

重隊の減量化が課題となったが，これが容易

には進まなかったことは，さきのデータから

想像するにかたくない。

　それでは，これだけ多数の非戦闘員，とり

わけ女性はいかなる役割を，軍団の中でになっ

ていたのだろうか。当時の軍団においては，

女性は衣食面を中心に兵士の「世話」をし，

戦士としての兵士（男性）は敵から女性を

「保護」するという，いわば性的役割分担が

なりたっていた，とクレーナーは見ている。

この「保護と世話」Schutz　und　Pflegeという

男女相互間の関係が，長期にわたった戦争に

おいて，お互いの生存を確保するための鍵で

あった⑳。それゆえに，三十年戦争期の傭兵

たちは，ほとんど例外なく，パートナーとし

ての女性をともなっていたのである。

　パートナーたる兵士の「世話」という女性

の役割がもっとも顕著にはたされたのは，戦

闘終了後の略奪行為においてであった②2）。

『ある傭兵の手記』においても，略奪におい

て筆者の妻が活躍する場面は，数多くあげら
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れるが，なかでも印象的なのは，31年5月の

マクデブルクの包囲戦とその略奪における妻

の活躍であった。市門への突撃の直後に銃弾

をあび，瀕死の重傷をおって宿営にかつぎこ

まれた傭兵にたいし，妻はワインや衣服を調

達し，町の老女とともに懸命にその介抱につ

とめたのであった。こうした叙述から，われ

われは，略奪行為における女性の生き生きと

した活動ぶりを想像することができる。略奪

行為におけるパートナーとしての男と女，な

いしはその縁者をふくめた傭兵の家族につい

て，　クレーナーは　「略奪共同体」

Beutegemeinsch諭とする表現でもって，その

概念化をこころみている⑳。また，軍に村を

荒らされ，生存の糧を失った住民たちのなか

には，家族ごと，攻め込んできた軍に入隊し

たケースもおおかった。こうした事例から，

リガ（カトリック）とウニオン（プロテスタ

ント）というふたつの陣営の対立は，軍事企

業家としての将軍たちの雇い主である王侯貴

族にとっては，大義名分のある対立であった

としても，社会の大多数をしめる地域社会の

住民たちにとっては，さしたる意味をもつも

のではなかった，といえそうである。かれら

にとっては，まさに生き延びるために，自分

たちをおそった軍団，すなわち宿営社会に身

を投じなくてはならないばあいもありえたで

あろう。そういえば，『ある傭兵の手記』の

筆者も，33年11月から34年9月にかけては，

敵軍であるスウェーデン軍に属していたが，

このようなくら替えにかんして，かれが罪悪

感めいた思いをいだいていたようには，見受

けられない。こうしたところにも，三十年戦

争期の社会状況の特徴を認めることができる

だろう。

　最後に，宿営社会の特徴として，クレーナー

が指摘しているふたつの点，ならびに筆者の

私見をくわえて，3つの論点をしめすことに

したい。

　第一に指摘されるべきは，戦闘員（男性）

と随行者（女性）との間における相互依存の

関係，さきの表現でいえば，「保護と世話」

という性的役割分担である。この点について

は，ここまでにおいて検討をこころみてきた。

　クレーナーが指摘するふたつめの特徴は，

この社会における「階層性」ないしは「中心

と周縁」として概念化される社会層の配置で

ある圏。第一の論点において言及される両性

の関係についても，軍団としての権力関係と

いう観点からみれば，あきらかに戦士として

の男性が主導権を握っている以上，かれらが

中心としての位置をしめることになる。この

ことは，男性内部の階層性という点でみれば，

当然のことながら，連隊司令部（士官），下

士官，兵卒という階層性として顕在化する。

　三つめの論点として，クレーナーはとりた

てて言及していないが，宿営社会としての軍

団が駐屯地としての都市にいってい期間にわ

たって留まるばあいには，傭兵およびその家

族と都市住民とのあいだの交流が頻繁に起こ

りえた点を，私見としてつけ加えておきたい。

『ある傭兵の手記』においても，さまざまな

局面において，こうした都市住民との交流の

事例が確認される（25年秋，35年1月，40年

4月，47年9月，49年5月）。一般社会から

隔絶された軍隊というイメージは，近代（19

世紀）以降の軍隊のものであり，近世の軍隊

にこうしたイメージをあてはめることはでき

ないのである㈲。

4　むすび

　最後に本稿の検討においてえられた論点を

整理することにより，むすびとしたい。
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　ベルリンのドイツ国立図書館において，社

会史研究者J・ペータースによって偶然に見

い出され，世に送りだされた『ある傭兵の手

記』は，これまでに知られてきた小説や手記

の類いとは異なった観点から，三十年戦争期

の社会状況をわれわれに伝えてくれる，第一

級の史料であるといえる。なんといっても特

筆されるべきは，25年間にわたる傭兵生活，

ならびに2万5千キロメートルにおよぶその

移動行程の膨大さであろう。

　手記のテクストにあらわれた，傭兵の行動

様式を理解するうえで有益な参照枠を提起し

てくれたのが，B・R・クレーナーの「宿営

社会」論であった。クレーナーの議論は，戦

争が常態化した三十年戦争期の社会状況の特

徴を明確化することを，その目的とし，とり

わけ戦士集団の規模をうわまわる女性をとも

なっていた，この時期のドイツの軍団の構成

に着目した議論であるといえる。宿営社会の

特徴としては，（1）戦闘員（男性）と随行者

（女性）との間における共生関係，（2〉社会層

の階層的な構成（中心と周縁），（3）傭兵およ

びその家族と駐屯地の都市住民との間におけ

る交流，の3点が確認された。

　これらの特徴をゆうする宿営社会は，戦争

が「常態化」した，ないしは「戦争が戦争を

うみだす」サイクルに陥っていたドイツの三

十年戦争においてこそ，出現しえた社会類型

であったといえるだろう。空間上の移動を継

続することにより，軍団を中心とする宿営社

会は，各地の地域社会を攻略・略奪の対象と

することもあれば，駐屯地として比較的に短

期の滞在の対象とすることもあった。世界史

的にも稀にみる妻帯者集団でもあったこれら

の軍団社会においては，傭兵たちが，かれら

の妻たちのバックアップを受けつつ，軍団内

部での社会的上昇を目指したのであった。

［付記］本稿は，筆者が在外研究にあった

2002年4月末日に脱稿され，前川和也編著

『空間と移動の社会史』（京都大学人文科学研

究所報告，ミネルヴァ書房より刊行予定）に

掲載されるべきものであるが，現時点におい

て本書刊行の目処がたっていないため，『社

会文化論集』に投稿することにした。本誌へ

の投稿をお認めいただいた編著者の前川氏，

ならびにミネルヴァ書房編集部にたいし，厚

く御礼申し上げる。なお，在外研究中であっ

たために参照しえなかった，ないしは本稿の

脱稿以降に刊行された関連文献は，つぎのと

おりである。

　R・バウマン，菊池良生訳『ドイツ傭兵の

文化史』新評論，2002年

　菊池良生『傭兵の2千年史』講談社，2002

年

　鈴木直志『ヨーロッパの傭兵』山川出版社，

2003年

　佐久問弘展「三十年戦争期の戦争組織と社

会」歴史学研究会編『戦争と平和の中近世史』

青木書店，2001年

　佐久間氏の論考は，本稿で取り上げた「あ

る傭兵」についても，概括的な観点から部分

的には言及されている。しかしながら，J・

ペータース編の刊行史料に関しては参照して

おられない。したがって，本稿のもつ研究史

的意義はなお十分に存在するものと判断する。

（1）Benigna　von　Klusensりem／Hans　Medick

　（Hrsg．），Zwisohθn　。411如g　μnゴκ4如sかρρhε．

　Dε7」Drε1βi餌h719εnκ7iε9α麗s4ε7磁hε，

　σδ∫∫ingεn　l999，Einleitung，S．13－36．

（2）Ge・伍yParker，Thθ％吻距諮恥7，

　1984．本稿の作成にさいしては，ドイツ語

　版を参照した。Geo伍yParker，Z）θ7・D7εi－

　」β面膨hπgεnκ7iεg，Frankfhrt／M．u．a．1987，
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　S．302－308．

（3〉これについては，大久保桂子氏による詳

　細な紹介と考察がある。大久保桂子「ヨー

　ロッパ『軍事革命』論の射程」『思想』第

　881号，1997年。

（4）G・パーカー著，大久保桂子訳『長篠合

　戦の世界史：ヨーロッパ軍事革命の衝撃

　1500～1800年』同文館，1995年，38頁。

（5〉軍事史研究を正面からあつかったことの

　ない筆者にとって，わがくにの研究者によ

　る動向紹介の業績は，おおいに参考になつ

　た。鈴木直志「近世ドイツにおける軍隊と

　社会一『軍隊の社会史』研究によせて一」

　『桐蔭法学』第6巻第1号，1999年。阪口

　修平「近世ドイツ軍事史研究の現況」『史

　学雑誌』第110編第6号，2001年。同「近

　世ドイツにおける『軍隊社会』について一

　基礎データを中心に一」『中央大学文学部

　紀要』史学科第46号，2001年（「軍隊社会」

　と略記）。

（6〉　Jan　Peters（Hrsg．），E’n　Sδ14ηεrlεゐεn　iη2

　D7εψi幻δhrigθnκ7iεg　Einθ9㍑εllεzμ7

　30ziα忽εsoh∫oh∫ε，Berlin1993，S．9，12f本

　稿では，このテクストを簡潔に『ある傭兵

　の手記』とよぶことにする。Peter　Bursche1，

　Himmelreich　und　H611e．Ein　S61dner，sein

　Tagebuch　und　die　Ordnungen　des　Krieges，

　in　：Benigna　von　Krusensりem　／Hans

　Medick（Hrsg．），α．α．0，S．181－194．

（7）JanPeters（Hrsg．），αα．（λ，S．9．12．なお，

　近年のドイツの社会史研究（日常生活史研

　究）においては，さまざまな階層の人々に

　よってものされた「自己叙述史料」の発掘

　が進められている。『ある傭兵の手記』も，

　そうしたジャンルに属する史料として，脚

　光をあびている。Winfhed　Schulze（Hrsg．），

　Eg・一D・んμ溺εn∫a肋n4hε耀ngεnαn6εn

　ルをnsohεn　∫n　虎r　（ヲεsoh∫oh∫ε，Berlin　1996．

　Benigna　von　K皿sen両em（Hrsg・），3ε1わs∫一

zθμgn’ssε虎7Zεi∫虎s　Prεψ柳h7∫9εn

　Kiガεgεs．Bεsohrε∫わεn虎s　V2陀ε∫ohn∫s，Berlin

　1997．

（8）　Jan　Peters（Hrsg．），αα0．，S．23－26．

（9）JanPeters（Hrsg．），偲0．，S．15－20．

⑯JanPeters（Hrsg．），偲0．，S．131－137．

⑳JanPeters（｝七sg．），偲0，S．137－148，207－

　21L

働Jan　Peters（Hrsg．），α．α0，S．202－203．ペー

　タースによれば，三十年戦争期の中隊兵士

　の月給は，おおよそつぎのとおりであった。

　従卒Knecht6，一等兵Gefヒeiter7，伍長

　Kolpora112，軍曹Sergeant18，曹長Feld－

　webe1，Wachtmeister20，旗手Fa㎞1ich38，

　中隊長Hauptmam150（単位グルデン）。

⑬JanPeters（Hrsg．），αα0，S．148－186，211－

　219．

但）JanPeters（Hrsg．），偲0．，S．187£，220£

⑤
⑤
の

α
α
q

jammer

　beziehungen　und　U）erlebensst■ategien　in　der

　Lagergesellschaft　　des　　DreiBigja㎞igen

　Krieges，in：Karen　Hagemann／Ralf　Pr6ve

（Hrsg．），Lαnゐ㎞ε・h∫θ，S・1伽εψ㈱nμn4

　ハ厩ionα1肋ε9ε光　　〃1●li∫〃r，　κ7iε9　　祝n4

σεs・hlε・h∫ε7・r4n㍑ng　i加　his∫07∫s・hεn

　肱n虎乙　FrankfUrt／M．u．New　York　1998，

　S．279－296．「軍隊社会」概念については，

　鈴木直志，前掲論文，203頁。

⑬　阪口修平，「軍隊社会」44頁。

⑬Kr6ner，＆．a．0．，S．294，A㎜．6．

（2①　　Peter　Bursche1，　Sδ1伽ε7　〃n　ハb7ゴwεs∫一

　dε祝盃sohlonゴ　4θs　16　　z4n4　　17τ　Jlαh7hμn4επs，

Jan　Peters（Hrsg．），αα0．，S．222－232．

Jan　Peters（Hrsg．），αα0．，S．233－244．

Bemhard　R．　Kr6ner，　“．．．und　ist　der

　　　nit　zu　beschreiben”．　Geschlechter一
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三十年戦争における「宿営社会」

　G6Uingen　1994，S．241£

　いては，山内進『掠奪の法観念史　中・近

　世ヨーロッパの人・戦争・法』東大出版会，

　1993年に詳しい。

　「軍隊社会」41～43頁。鈴木直志，前掲論

　文，186～194，204頁。

（21）　K16ner，a．a．0．，S．287．

⑳　前近代ヨーロッパにおける「略奪」につ

㈲Kr6ner，a．a．O．，S．284．

e心Kr6ner，a．a．O．，S．287－289．

㈲　17世紀後半以降にかんしては，阪口修平，
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